
『現代物理数学ハンドブック』正誤表 (2007年 4月）

『現代物理数学ハンドブック』第 1刷に以下のような誤りがありました．お詫びして訂正いたします．

頁 行 誤 正

16 ↓ 10 差分方程式 漸化式

16 ↓ 10 x1 x0

16 ↓ 18 という という場合がある

16 ↓ 22 差分方程式 漸化式

17 ↑ 9 水星 金星

17 ↑ 9 金星 地球

17 ↑ 9 地球 火星

17 ↑ 9 火星 木星

17 ↑ 9 木星 土星

17 ↑ 8-9 土星 水星

49 ↓ 14 L(V ) L(V )
50 ↓ 13 L(V ) L(V )
52 ↑ 8 L(V ) L(V )
53 ↓ 5 L(V ) L(V )
53 ↓ 8 L(V ) L(V )
53 ↓ 10 L(V ) L(V )
68 ↑ 3 V ∗∗ V ∗∗

i

71 ↓ 13 わかる わかる（φ̄i =
∑n

j=1(P
−1)i

jφ
j）

74 ↑ 14 および外部積 削除

77 ↓ 13 定理 3.9-(i) 定理 3.9
77 ↑ 7 定理 3.9-(ii) 定理 3.9
112 ↓ 7 V ∗ × V ∗ V ∗ × V ∗ → K
112 ↑ 11 {e} {ei}
164 ↑ 5 V ××V V × V

193 ↓ 17-19 この場合～を このような C の下限を ess.supx∈X |f(x)|
または ∥f∥∞ と記し，これを

207 ↑ 5 例 1.3.2 例 1.32
211 ↓ 17 Sn(M) Sn

224 ↓ 15-16 , egk = gke, k = 1, · · · , d − 1 削除

224 ↓ 17 可換群である． 可換群である．この場合, g−1 = gd−1 となっている．

244 ↑ 3
∑n

i,j=1

∑n
i,j,k=1

274 ↓ 6 Φ Ψ
274 ↓ 13 Φ = {Ψn}∞n=1 Φ = {Φn}∞n=1

274 ↑ 11 Φ = {Ψn} Φ = {Φn}
274 ↑ 2 Φ Ψ
295 ↓ 9 または有界線形作用素 または有界線形演算子
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頁 行 誤 正

315 ↑ 1 ξ2

2m
mξ2

2

316 ↓ 2 q̇(t)2

2m
mq̇(t)2

2

320 ↓ 5 → C → R
320 ↑ 12 RN ) → R CN ) → Rを
342 ↑ 11 X̃, 削除

363 ↓ 1 よばれる よぶ

375 ↑ 5 :→ :
376 ↓ 11 F Fα

378 ↑ 9 t ∈ (a′, b′) t ∈ [a, b]
382 ↑ 12 t ∈ (a′, b′) t ∈ [a, b]
384 ↓ 1

√
x2

2 + x2
3

√
x2

1 + x2
2

384 ↓ 3
√

x2
2 + x2

3

√
x2

1 + x2
2

396 ↑ 10 ∂
∂xir ⊗ ∂

∂xir

470 ↑ 15 ≤ =
475 ↓ 6 12.29 10.29
478 ↓ 13 Tn An

514 ↑ 3 hに hに対して

537 ↓ 5 可分ならば， 削除

546 ↑ 10-11 線形作用素でD(A) ⊂ D(B) 線形作用素とする．D(A) ⊂ D(B)
かつ～コンパクトであるとき かつ {AΨn}∞n=1 が有界であるような

任意の列 {Ψn}∞n=1 (Ψn ∈ D(A), n ∈ N)に対して，
{BΨn}∞n=1 が収束する部分列を含むとき

576 ↑ 11 eikx e−ikx

601 ↑ 9 規格して 規格化して

650 ↑ 7 x x

652 ↓ 3 [0∞) [0,∞)
652 ↓ 4 x x

653 ↑ 2 ウィーナー ブラウン

654 ↓ 3 x x

655 ↓ 8
∫ tn

0

∫ tn

t0
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